
平成20年度

建築学科 建築計画Ⅲ

学年 第5学年 担当教員名 千葉　忠弘

単位数・期間 1単位 前期 週当りの開講回数 1回 必修 履修単位

授業の目標と概要

人間の生活上の要求を充たした「建築空間」を創るために必要な基本的事項を修得する��
ことを目標とする。��
また、「建築計画」という専門分野の知識を修得し「建築設計演習」に応用する能力を��
身につける。��
5年次の各論として、公共建築及び商業建築、計画手法など設計上の必要事項について��
学ぶ。

釧路高専目標 D:100% JABEE目標 d-2-a

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

4年次までの設計及び製図の基礎知識が応用できる。��
建築設計製図との関連が強いので、エスキスの基礎知識とする。��
各セクションごとに類似施設のレポートを課す。��

到達目標

建築計画に関わる手法、基本的な法規制が理解できる。��
建築計画の基礎を理解できる。��
将来建築士として実務を行う上で必要となる計画的知識を身に付けるとともに、二級建��
築士試験に出題される建築計画当該分野の問題に対応できる。��

成績評価方法

2回の定期試験の平均で合否判定する。��
総合成績は定期試験（90%）、レポート内容（10%）で評価する。��
ただし、すべてのレポート提出が合格条件である。��

テキスト・参考書

参考書－コンパクト建築設計資料集成（日本建築学会編）��
参考書-現代建築学「建築計画2」（鹿島出版会）��
参考書-建築基準法令集��

メッセージ

公共建築は地域と密接なつながりがある施設なので、常に最新の建築動向、地域に関す��
る新聞記事に注意を払う事。��
建築計画と建築設計図との関連を十分意識し、本講で学習した事を設計演習に生かせる��
よう注意を払う事。��

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

1.コミュニティ施設、劇場（4回）��
2.学校建築（4回）��

1.コミュニティ施設、劇場施設の建築動向と計画概要が理解できる。��
（コミュニティ施設の種類と役割が説明できる。劇場施設の動向と計画上の留意点
が分かる。）��
2.学校建築の建築動向と計画概要が理解できる。��
（学校の運営方式、現状と将来、敷地・配置計画、平面ブロックプラン、各教室の計
画手法が理解できる。）���

前期中間試験 実施する

3.病院建築（4回）��
4.宿泊施設（3回）��

3.病院建築の建築動向と計画概要が理解できる。��
（病院の構成、病棟、外来、中央診療部門毎の基本的知識と計画手法が理解でき
る。）��
4.宿泊施設の建築動向と計画概要が理解できる。��
（各種ホテル、旅館の特徴、配置計画、部門構成などが理解できる。ホテル旅館の
「客室」「パブリックスペース」の基本的知識と計画手法、避難計画について理解で
きる。）��

前期期末試験 実施する

後期中間試験

後期期末試験
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